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小
学
生
９８
人
が
た
く
ま
し
く
完
歩

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
が
支
え
る
青
少
年
育
成
事
業

お か げ さ ま で 45年 び ん ご経 済 レポ ー ト

水かけ。給水所では水を首筋にかけた。熱中症対
策として喜ばれたサービス。

3月 60籍 団式。千光寺公園のグラウンドではま
だ 「某しみJと いった気持ちて,

第
五
回
お

の
み
ち

１
０
０
ｋｍ
徒
歩

の
旅

が
人
月
六
日
か
ら
十

日
ま

で
の
五
日
間
に

わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。
百
四
十
人

の
応
募

か
ら
選
ば
れ
た
四
年
生
以
上

の
小
学
生
男

女
九
十
八
人
が
参
加
、
全
員
が
無
事

に
完

歩
、
一具
々
ち
け

の
足
に
ヽ
負
け
ず
た
く
ま

し
ぐ
成
長
し
た
。　

一

最
初

は
足
め
痛

み
や
頭
痛
か
ら
遅
れ
る

子
ど
も
も
多
か

っ
た
が
、
炎
天
下
、
朝
か

ら
夕
方
ま
で
歩
き
通
す

五
日
間
を
経
験
し

た
子
ど
ヽ
た
ち
は

互

ぃ
に
励
ま

し
合

い
、

強
い
絆

で
結
び

つ
き
、
愛
と
意
志

の
力
を

確
認
し
た
よ
う
だ

っ
た
。

事
業

の
主
催
は
お
の
み
ち
１
０
０
ｍ
徒

歩

の
旅
実
行
委
員
会

（柿
本
和
彦
実
行
委

員
長

＝
０
栄
和
商
事
社
長
）
。
今
年
は
尾
道

大
学
、
広
島
大
学
、
県
立
広
島
大
学
、
広

島
国
際
学
院
大
学

の
学
生
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア

！
修
会
と
担
当
グ
ル
ー
プ
ご
と

の
会
合

を
合
わ
せ
た

二
十
回
以
上

の
会
合

で

プ

ラ
ン

ニ
ン
グ
か
ら
関
係
者
と

の
交

渉

、
用
具

の
準
備
ま

で
万
全
を
尽
く

し
、
人
件
費

に
換
算
す

る
と

一
千
万

円
以
上
と
も

思
え

る

一
大
事
業
を
汗

で
支
え
た
。

福

岡

の
筑

紫

Ｊ

Ｃ
が

十

年

前

に

火
を

つ
け
、
現
在

で
は
全
国

二
十
カ

所
ほ
ど

で
実
行
さ
れ

て

い
る
徒
歩

の

旅
。
尾
道
Ｊ

Ｃ
が
火
を

つ
け
た
尾
道

ザ
一
の
徒
歩
の
旅
は
、
次
回
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

一
法
人
お
の
み
ち
寺
小
屋

（柿
本
和
彦

一
理
事
長
）
が
今
回
か
ら
始
め
た
企
業

に
実
施
す

る
。

一■
一■
一
約
六
十
人
が
手
弁
当
で
運
営
を
支
え

単
Ｌ
Ｔ
た
。
準
備
の
た
め
十
一
一回
の
全
体
研

カバン。徒歩ではヽてない荷物は宿泊先まで別動
隊が先回りして遵バt。

給水。猛暑が襲つた5日 間。随所に結水所を設け
たが 水 の遷搬は大変な仕事。

結食。調理した食事を結仕。人気のカレとやどん
ぶりはおかわりも相次いだ。

調理る参加児豊 98人 にスタッフ分を加えた調理。
朝はパン 昼 は士出し弁当。


